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Ⅸ 実施に向けた考え方 

 

１ 全体の方針 

史跡盛岡城跡内の植栽管理の基本的な考え方について，植栽部会専門部会委員と協 

議を重ねたところ多くの意見と指導があり，次のような方針とした。 

(１) 基本理念・基本方針 

ア 今日までの経緯を踏まえ，歴史や学習とか大局的な見地から市民に親しまれる方針 

とする。 

イ 文化財保護と公園内の樹木管理は相反するものではなく，共存する構成とし，市民 

に理解を得られるような方針とする。 

ウ 市民目線に則し，地域と一帯となった方針とし，幅のある方針とする。 

エ 公園全体と周辺地区を考慮しながら，史跡と都市空間における貴重な緑地帯を大切 

にする方針とする。 

オ 史跡を保全しながら，公園の安全性や快適性の機能を兼ね備えた方針とする。 

 

(２) 樹木管理の考え方 

ア 人命，財産，史跡，修景，景観，眺望を重視した管理とする。 

イ 平成 21 年度の樹木調査の補足調査を適時進める。 

 

(３) 地区の特色 

ア 本丸のマツ，二ノ丸・三ノ丸のモミジ，淡路丸のソメイヨシノ，鉛蔵跡のウメ，本 

蔵跡・孫蔵跡・新本蔵のマツやモミジなど地区ごとの特色を生かし，かつ季節感を 

大切にする空間構成とし，詳細は各地区の整備事業の実施設計時に検討する。 

 

２ 文化財の保護 

(１) 石垣の保全 

ア 国指定史跡の石垣等に変位を与え崩壊の原因や要因にある樹木は，文化庁のガイド 

ラインに準拠して，優先的に整理を進める。 

イ 原則として石垣から３ｍ以内には植栽しないこととし，樹種によってこれ以上の距 

離を保つ。 

ウ 伐採を予定する樹木は，目的や効果など市民に丁寧な説明を行いながら進める。 

 

(２) 遺構の保護 

ア 歴史と史跡の保護を土台として都市公園としての機能も大切にする。 

イ 本丸のモミジ類の取扱いは遺構の保護を前提として多くの意見を求める。 

ウ 失われたならば二度と戻らない史跡の保護を優先する。 
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３ 樹木個々の管理 

(１) 幹周りが３ｍ以上に樹木 

ア 危険度を勘案して，剪定または伐採を行う。 

イ 史跡内のケヤキは，今後剪定後の維持ができず，景観上支障となる樹木は伐採を検 

討する。 

(２) 生育数が少ない樹木 

ア 希少な樹木は，盛岡市の天然記念物指定のケンポナシと国天然記念物指定と同種の 

シダレカツラと同種の樹木とし，これ以外は保護の対象としない。また本質的価値 

を構成する枢要の諸要素の保存管理に支障とならない限り除去は行わない。 

 

(３) 移入された樹木 

ア 石垣に囲まれた本丸・二ノ丸・三ノ丸・淡路丸・榊山稲荷曲輪に生育する移入され 

た樹木は撤去する。また石垣に囲まれた地区の外周部においては，史跡整備や遺構 

保護上から支障がない限り，強制的に排除しないが，保護の対象ともせず，伐採後 

は更新しないものとし史跡や公園としての質の向上を図る。 

 

(４) 保護樹木 

ア 市民に親しまれているサクラ．ウメ，モミジは保護の対象とて更新を図る。ただし， 

本丸は史跡としての整備を重点的に行う地区であることから，発掘調査の成果を踏 

まえながら，実施設計段階において検討する。 

 

(５) 標本木・副標本木 

ア 本質的価値を構成する枢要な諸要素に支障とならない限り，適宜保全する。 

 

(６) 危険を及ぼす可能性のある樹木 

ア 危険度を考慮して，影響のある樹木は優先的に剪定と伐採を行う。 

イ 剪定の場合，その後の樹形の維持が困難な樹木は伐採を行う。 

 

４ 修景・景観・眺望に関わる樹木 

(１) 修景・景観・眺望 

ア 登城ルートの修景整備を行う。 

イ 鶴ヶ池と亀ヶ池の水質浄化に努めるとともに，法面についても遺構保護を前提にし 

ながら水質の汚れの原因とならないような管理を行う。 

ウ 史跡の西側の道路や菜園通や上ノ橋～下ノ橋間は景観重要公共施設としての位置 

づけを盛岡市の景観計画全体の中で位置付ける。 

 

(２) 優先される植栽管理 

ア 公園機能の維持と向上を図り，危険除去に努めながら，史跡と景観の保全を図る。 
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５ 実施に向けた取り組み 

(１) 日常管理と樹木の剪定・伐採 

史跡を含む公園内の日常管理は，平成 19 年度から指定管理者が行っているが，委託 

者においても，地震や豪雨などの自然災害時はもとより，適切な巡視を行うことで， 

樹木が市民の生命・財産，史跡へ与える影響の把握に努める。 

樹木が市民の生命・財産，史跡へ与える影響を確認した結果，緊急的に剪定等によ 

    り対応するものとし，特に中・高木の伐採を必要とする場合には市民に周知し，伐採 

するに至る明確な根拠の説明を行う。なお，公園管理者が人命や財産に影響を及ぼし， 

緊急を要すると判断された場合はこの限りではない。 

 

(２) 市民への周知と事業期間 

計画的な樹木の伐採についての市民への周知・説明に係る具体的な手法として，市 

広報誌やホームページ，さらには対象とする樹木に看板設置等で樹木の選定理由や実 

施時期等の周知を図るとともに，事案の状況に応じて現地において説明会を開催する 

ものとする。なお，植栽管理基本計画で定める内容は，大概，第１期整備期間(平成 

25～34 年度)・第２期整備期間(平成 35～44 年度)内の実施期間とする。 

 

(３) 史跡や都市公園としての樹木のあり方 

盛岡城跡は，江戸時代には盛岡藩の藩庁や南部家の生活空間として機能してきたが， 

近代以降は市民に解放されパブリックな空間として現代に引き継がれている。 

本書では，江戸時代から生育する樹木とともに，明治期以降に公園整備の一環とし 

て植えられてきた史跡内の約３千本の樹木が公園の来園者に危険を及ぼし，また石垣 

などの主な遺構の保存に影響を及ぼしている現状などの今日的課題が生じていること 

から，樹木の適切な管理基準を設けることを目的としたものである。 

盛岡城跡の成り立ちは自然公園ではなく，あくまで防御性や居住性を熟慮しての計 

画された造園設計の延長にあるが，これまでの公園内の植栽計画においては，動物園 

や植物園的な多くの要素を取り込んきた経緯や樹木伐採に対する極度の禁止観念もあ 

って，次世代に引き継ぐべき国指定史跡として石垣などの遺構の保護が一部で懸念さ 

れる事態が生じてきた。このことから樹木のあり方と公園内の安全性や史跡の保護な 

どのバランスを図る必要性が生じている。盛岡城跡を含む公園内は，市民にとって日 

常の暮らしの中での都市空間における貴重な緑地帯であるとともに盛岡市を訪れる観 

光客にとっては，盛岡のまちの成り立ちを知り，現在の盛岡市の特質を考える上で欠 

かせない貴重な場となっている。また，現代社会にあって，快適性や安全性は最優先 

にしなければならないものの，今日的なニーズによって次世代に引き継ぐべき遺産を 

磨り潰すことがあってはならない貴重な財産である。 

本書を基準としながら歴史遺産としての価値や市民に親しまれる質の高い公園とし， 

今以上に魅力を高めて，お城を中心としたまちづくりに資するよう，樹木の適切な管 

理を含めた環境の整備を進めこととし，具体的な実施は十分な議論を経て行う。 
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表 23 盛岡城跡の樹木分類(１) 
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表 24 盛岡城跡の樹木分類(２) 
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表 25 盛岡城跡の樹木分類(３) 
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表 26 盛岡城跡の樹木分類(４) 

 


